
     

   
 

１．趣旨ﾏﾆ 

       

 

 

障害のある人たちが地域で普通に暮らす住まいであるグループホーム。制度化から 30 年を経て、利用者は 12

万人を超え、事業形態も支援内容も多様化しており、「グループホームとは何か」という問いに答えるのは一層

難しくなってきています。だからこそ、グループホームにおける支援の取り組みの実態把握を通してグループホ

ームの「今」を捉えることを目指して、実態調査に取り組みました。多くの皆様のご協力に心から御礼申し上げ

ます。今回の調査で見えてきたグループホームの「今」を手掛かりとして、「グループホームのこれから」に留

まらず、障害のある人と共に生きる地域社会のこれからを構想し、それぞれが自分の立場で何ができるかを考え

る時間にしたいと思います。 

今回ご報告する調査結果は、厚生労働省平成 30 年度障害者総合福祉推進事業指定課題 22「グループホームを

利用する障害者の生活実態に関する調査研究」として行ったものです。報告書は当会ホームページ

（ http://www.jgh-gakkai.com ）に全文掲載しております。 

■□  日   時   □■ ２０１９年 ６月 ９日 (日曜)１３時～１６時  

■□ プログラム □■ 

13：00 ～     開会 

13：05 ～ 14：40  調査報告：量的調査、自治体調査、事例調査 

休  憩 

14：50 ～ 15：55  調査結果を深めるためのディスカッション 

            コーディネーター：二関郁子／コメンテーター：山田 優、本田隆光  （当学会 運営委員） 

16：00       閉会 

■□  会場・場所  □■  

  横浜市社会福祉センター8 階 大会議室 8A・8B （横浜市健康福祉総合センター内） 

                             〒231-8482 神奈川県横浜市中区桜木町 1-1  

＜交通機関＞JR京浜東北・根岸線 横浜市営地下鉄(ブルーライン) 桜木町駅下車すぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

障害のある人と援助者でつくる日本グループホーム学会 調査報告会 

「グループホームの『今』と 

これからの地域生活支援を考える」 

20１9 年6 月 9 日（日） 

【主  催】    障害のある人と援助者でつくる日本グループホーム学会 

【参加定員】    定員 ９０名  

【資料代】    当学会の会員は無料、 非会員は 1,000 円 

 ＊『グループホームを利用する障害者の生活実態に関する調査研究』報告書は、当学会のホームページ

（ http://www.jgh-gakkai.com ）に全文掲載しています。 

【参加申込について】 

氏名、連絡先（FAX番号か E-Mail アドレス）、会員・非会員の別を明記して、下記の連絡先まで、メールか 

Ｆａｘにてお申込下さい。 

申込締切日 2019 年 5 月 31 日（金） 定員を超えた場合にはその時点で締め切りとさせていただきます。 

ご参加いただけない場合のみ、ご連絡を差し上げます。     

【申込み・問い合わせ先】 

  Ｆａｘ：０4５-228-7728     E-Mail ： info@jgh-gakkai.com 
    日本グループホーム学会事務局（〒231-0806 横浜市中区本牧町 1-120） 

2019 年度の総会を当日 11 時

から 12時まで行います。 

当学会の会員の皆さまは是非 

ご出席ください。 



 

【2019 年 6 月調査報告会：参加申込書（FAX 用）】 

ご記入の上、FAX ０４５－２２８－７７２８ までお送り下さい。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム 

氏名（ふりがな）    

 

連絡先（FAX 番号 又は E-Mail） 

 

（どれかに○を） 

会員（総会にも参加・総会は不参加） ／  非会員 

障害のある人と援助者でつくる日本グループホーム学会とは 

活動目的 

１）質の高い援助を提供するグループホームを全国各地に確実に増やす。 

２）グループホーム間の情報交換や支援に関する研究を進める 

３）現在あるグループホームを支援する仕組みをつくり、運営の不安定さを改善して

いく。 

４）国や自治体に対して、現場からの政策提言や意見を発信する。 

５）社会に対して、障害者の地域生活を理解してもらうための情報を発信する。 

活動内容 

１）「季刊グループホーム」の発刊 

２）全国大会、研究集会、研修会等の開催 

３）国や自治体に対する政策提言、メディアを通しての社会的アピール 

４）グループホームに関する調査研究 

５）障害のある本人が自分たちの暮らしについて考え、意見を発信する機会をつくる 

当学会は、団体会員はなく、個人会員のみです。これは、組織・団体の立場や考えにとらわれず、

個人の自由な考えや意見を大事にするためです。ご入会されますと、機関誌「季刊グループホーム」(年

4 冊)をお送りします。また、学会会員専用メーリングリストに参加することができます。 

■ 会員の種類について 

 以下の 4 種類がありますので ご希望の会員種別を選択してください。 

【一般の方】 

 1. 一般会員 5,000 円「季刊ＧＨ」年 4 冊送付 

 2. 情報会員 6,000 円「季刊ＧＨ」年 4 冊送付/前年度の研究報告書等の情報を送付 

【障害のある本人の方】 

  3. 本人会員（Ａ）5,000 円「季刊ＧＨ」を希望する方/「入居者ニュース」年 2 回程度送付 

  4. 本人会員（Ｂ）1,000 円「入居者ニュース」のみ年 2 回程度送付 

■ この機会にご入会をご希望の方は、当学会ホームページ http://www.jgh-gakkai.com の 

「入会案内」のページからお申込みください。 会員となった方は資料代が無料となりますので、 

報告会の参加申込み時には「会員」とご記入ください。 

 


